
はじめに 

オリーブオイルの原料となるオリーブは、その原産といわれる地中海沿岸諸国で広く栽培されてい

ます。また、近年ではその他の温暖な国々でも栽培されるようになり、オリーブの生産地は世界に広

がっています。  

我が国では、イタリア料理の普及に伴い食用油としての認知度が高まり、家庭において日常的に料

理に使用される身近なオイルとなってきました。従来の調理用オイルとしてだけではなく、調味料と

して料理にふりかけるなど、用途も広がりをみせています。ボトルのままテーブルに並ぶことが珍し

くなくなり、最近ではお弁当用にポーションタイプのオリーブオイルも見かけることもできるように

なりました。 

2022 年の横浜港におけるオリーブオイルの輸入数量・輸入金額は、2014 年以降９年連続で全国第

１位となりました。 

今月は、「オリーブオイルの輸入」について特集します。 

令和 5年 3月 16日 

横 浜 税 関 

本特集の「オリーブオイルの輸入」は、統計品目番号の15.09「オリーブ油及びその分別物」について、 

貿易統計として比較可能な1988年以降のデータをもとにまとめたものです。

2022 年、全国・横浜港ともに輸入金額は過去最高 

横浜港は数量及び金額ともに９年連続全国第１位 

－1－



輸入動向 
 

オリーブオイルの輸入量は 1988 年には、全国においては数量で 2,903 トン、金額で 10 億 53 百万

円、横浜港においては数量で 671 トン、金額で 2 億 25 百万円でしたが、1994 年頃から数年間で急速

に増えました。その後いったん横ばいで落ち着いていましたが、近年波はあるものの再び増加傾向と

なっています。 

2022 年の全国におけるオリーブオイルの輸入実績は、数量が 60,084 トン（対前年比 101.4%）、金

額が 388億 43 百万円（同 127.5％）となり、輸入金額において過去最高となりました。 

このうち、横浜港においては、数量が 21,561トン（対前年比 106.4％）、金額が 133億 50百万円（同

132.8％）で、金額が過去最高となり、数量・金額ともに、2014 年以降９年連続で全国第１位の輸入

港となりました。 

1988 年と 2022 年を比較すると、全国においては数量で 20.7 倍、金額で 36.9 倍の増加、横浜港に

おいては数量で 32.1倍、金額で 59.2倍に増えています。 
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港別輸入シェア 
 

2022 年の港別輸入シェアは、次の円グラフのとおりです。2022 年において、横浜港は数量で 35.9％、

金額では 34.4％、数量・金額ともに 2014年以降９年連続全国第１位の輸入港です。 

横浜港のシェアが高い理由としては、大消費地としての首都圏に近いこと、港近辺に継続して利用

している物流倉庫が多いこと、ボトリングを行う工場へのアクセスが良いことなどがあげられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国別輸入動向 

2022 年において、全国では 26か国から、横浜港では 15か国からオリーブオイルが輸入されていま

す。 

国別の数量及び金額をみると、全国及び横浜港ともにスペインからの輸入が多く、数量では、全国・

横浜港ともに５割を超えています。また、２位のイタリアを合わせてこの２カ国で９割を超えるシェ

アを占めています。 

 

全 国                2022年      横浜港              2022年 

国名 

数量 

（トン） 

 輸入額 

(百万円) 

 通関単価 

(円/KG) 

 

国名 

数量 

（トン） 

 輸入額 

(百万円) 

 通関単価 

(円/KG) 構成比 構成比  構成比 構成比 

スペイン 34,412 57.3% 20,209 52.0% 587   スペイン 11,671 54.1% 6,091 45.6% 522  

イタリア 19,876 33.1% 14,994 38.6% 754   イタリア 8,686 40.3% 6,437 48.2% 741  

トルコ 4,316 7.2% 2,348 6.0% 544   トルコ 619 2.9% 345 2.6% 558  

その他 1,480 2.5% 1,293 3.3% －  その他 585 2.7% 477 3.6% － 

計 60,084 100.0% 38,843 100.0% 646   計 21,561 100.0% 13,350 100.0% 619  

 

  

－3－



国別の特徴 

【スペイン】近年輸入量が増加し、下図のとおり 2014 年以降イタリアを抜きシェア 1 位となりました。安定

した品質と価格から、業務用から一般家庭用まで幅広いニーズがあります。熟した果実の香りのオリーブオイ

ルが特徴です。 

【イタリア】平均通関単価が高い傾向にあります。栽培品種が多く、青々しい果実の香りが強いオリーブオイ

ルを中心に、風味のバリエーションも豊富です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の見通し 

 業界では、オリーブオイルの輸入について、健康志向の高まりの中オリーブオイルが健康に良いと

認識されていること、新鮮さを長く保つことができる包装の商品も一般化してきていること、他の食

用油とも互換性があることから、大きな流れとしては今後も順調に推移するものとみています。 

 また通関単価については、天候や為替の変動等不確定な要因が多いものの、世界的な需要拡大の中、

昨年の欧州の天候不順やその他の事情により、当面は高い水準にあると予想しています。 

 

<取材協力・資料提供>  

一般社団法人日本植物油協会、 

株式会社オーバーシーズ、株式会社神戸物産、日清オイリオグループ株式会社、他 （五十音順） 

 

  
【この資料に関する問い合わせ】 

横浜税関 調査部 調査統計課 Tel 045-212-6100 

〒231-8401 横浜市中区海岸通 1－1           

https://www.customs.go.jp/yokohama/ 

本資料を他に転載するときには、横浜税関の資料による旨を必ず注記して下さい。 

オリーブ園の風景 

 (画像提供:オーバーシーズ株式会社) 
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1．全国と横浜港の輸入実績推移 ※2022年は確々報値、その他は確定値

前年比 前年比 前年比 全国比 前年比 全国比

1988 2,902,963 - 1,053,207 - 363 670,682 - 23.1% 225,496 - 21.4% 336

1989 2,938,119 101.2% 1,184,080 112.4% 403 527,710 78.7% 18.0% 197,771 87.7% 16.7% 375

1990 3,815,935 129.9% 1,855,624 156.7% 486 624,633 118.4% 16.4% 270,586 136.8% 14.6% 433

1991 4,038,198 105.8% 2,070,962 111.6% 513 774,370 124.0% 19.2% 397,844 147.0% 19.2% 514

1992 4,860,163 120.4% 2,413,916 116.6% 497 827,863 106.9% 17.0% 411,403 103.4% 17.0% 497

1993 5,113,472 105.2% 1,836,245 76.1% 359 606,343 73.2% 11.9% 206,875 50.3% 11.3% 341

1994 6,647,946 130.0% 2,238,457 121.9% 337 898,469 148.2% 13.5% 316,421 153.0% 14.1% 352

1995 9,244,109 139.1% 3,815,197 170.4% 413 1,683,209 187.3% 18.2% 732,368 231.5% 19.2% 435

1996 18,218,957 197.1% 12,566,888 329.4% 690 4,901,492 291.2% 26.9% 3,306,040 451.4% 26.3% 674

1997 29,037,641 159.4% 14,633,106 116.4% 504 6,061,226 123.7% 20.9% 2,891,084 87.4% 19.8% 477

1998 34,375,773 118.4% 15,576,040 106.4% 453 14,037,515 231.6% 40.8% 6,085,379 210.5% 39.1% 434

1999 26,998,666 78.5% 11,357,891 72.9% 421 10,066,657 71.7% 37.3% 4,406,304 72.4% 38.8% 438

2000 27,328,830 101.2% 9,813,435 86.4% 359 9,084,317 90.2% 33.2% 3,506,175 79.6% 35.7% 386

2001 29,155,170 106.7% 10,626,129 108.3% 364 9,043,762 99.6% 31.0% 3,630,336 103.5% 34.2% 401

2002 32,299,802 110.8% 12,689,138 119.4% 393 10,351,796 114.5% 32.0% 4,363,269 120.2% 34.4% 421

2003 30,771,852 95.3% 13,472,968 106.2% 438 10,235,666 98.9% 33.3% 4,827,920 110.6% 35.8% 472

2004 31,708,986 103.0% 15,165,299 112.6% 478 11,877,779 116.0% 37.5% 6,057,240 125.5% 39.9% 510

2005 32,651,454 103.0% 17,409,793 114.8% 533 13,421,380 113.0% 41.1% 7,548,052 124.6% 43.4% 562

2006 29,765,509 91.2% 20,718,785 119.0% 696 10,977,732 81.8% 36.9% 8,137,863 107.8% 39.3% 741

2007 28,345,015 95.2% 18,583,173 89.7% 656 10,390,139 94.6% 36.7% 7,282,725 89.5% 39.2% 701

2008 29,629,550 104.5% 18,271,538 98.3% 617 11,037,781 106.2% 37.3% 7,184,556 98.7% 39.3% 651

2009 33,115,530 111.8% 15,909,791 87.1% 480 10,773,050 97.6% 32.5% 5,290,873 73.6% 33.3% 491

2010 39,703,943 119.9% 17,405,985 109.4% 438 12,823,385 119.0% 32.3% 5,713,394 108.0% 32.8% 446

2011 36,284,313 91.4% 14,786,194 84.9% 408 11,562,707 90.2% 31.9% 4,886,410 85.5% 33.0% 423

2012 46,406,799 127.9% 16,769,190 113.4% 361 13,635,026 117.9% 29.4% 4,999,401 102.3% 29.8% 367

2013 51,148,973 110.2% 26,776,545 159.7% 524 15,474,832 113.5% 30.3% 8,067,931 161.4% 30.1% 521

2014 54,934,472 107.4% 29,157,676 108.9% 531 16,931,913 109.4% 30.8% 8,930,063 110.7% 30.6% 527

2015 57,180,544 104.1% 35,954,760 123.3% 629 19,162,413 113.2% 33.5% 12,168,707 136.3% 33.8% 635

2016 55,391,900 96.9% 30,861,376 85.8% 557 19,087,513 99.6% 34.5% 10,646,557 87.5% 34.5% 558

2017 54,827,642 99.0% 34,707,246 112.5% 633 19,242,352 100.8% 35.1% 12,230,734 114.9% 35.2% 636

2018 57,807,587 105.4% 35,195,093 101.4% 609 20,755,856 107.9% 35.9% 12,558,535 102.7% 35.7% 605

2019 70,908,282 122.7% 34,836,873 99.0% 491 25,776,467 124.2% 36.4% 12,411,028 98.8% 35.6% 481

2020 67,841,735 95.7% 29,385,639 84.4% 433 26,478,491 102.7% 39.0% 10,981,256 88.5% 37.4% 415

2021 59,258,043 87.3% 30,469,449 103.7% 514 20,264,724 76.5% 34.2% 10,056,440 91.6% 33.0% 496

2022 60,084,455 101.4% 38,843,318 127.5% 646 21,561,295 106.4% 35.9% 13,350,444 132.8% 34.4% 619

オリーブオイルの輸入に係る各種データ（HS:15.09）

年

全　国 横浜港

数　量
（KG）

金　額
（千円）

通関単価
(円/KG)

数　量
（KG）

金　額
（千円）

通関単価
(円/KG)
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2．港別輸入実績（2022年）

港 名
数量
（KG）

構成比
金　額

（千円）
構成比

通関単価
(円/KG)

全 国 60,084,455 100.0% 38,843,318 100.0% 646

横 浜 21,561,295 35.9% 13,350,444 34.4% 619

東 京 13,678,763 22.8% 9,493,745 24.4% 694

神 戸 11,083,076 18.4% 6,964,992 17.9% 628

大 阪 6,486,727 10.8% 4,048,690 10.4% 624

名 古 屋 1,995,449 3.3% 1,233,710 3.2% 618

そ の 他 5,279,145 8.8% 3,751,737 9.7% －

3-1．国別輸入実績（2022年）　

国 名
数量
（KG）

構成比
金　額

（千円）
構成比

通関単価
(円/KG)

国　名
数量

（KG）
構成比

金　額
（千円）

構成比
通関単価
(円/KG)

全 世 界
（26か国）

60,084,455 100.0% 38,843,318 100.0% 646
全 世 界
（15か国）

21,561,295 100.0% 13,350,444 100.0% 619

ス ペ イ ン 34,411,700 57.3% 20,208,620 52.0% 587 ス ペ イ ン 11,670,963 54.1% 6,090,902 45.6% 522

イ タ リ ア 19,876,459 33.1% 14,993,944 38.6% 754 イ タ リ ア 8,686,020 40.3% 6,436,834 48.2% 741

ト ル コ 4,316,232 7.2% 2,347,732 6.0% 544 ト ル コ 618,969 2.9% 345,237 2.6% 558

そ の 他 1,480,064 2.5% 1,293,022 3.3% － そ の 他 585,343 2.7% 477,471 3.6% －

3-2．国別輸入実績推移　 (単位:KG)

スペイン イタリア トルコ その他

2010 16,585,614 19,768,264 2,454,261 895,804

2011 15,494,970 18,017,312 1,934,844 837,187

2012 20,464,981 22,982,398 1,951,687 1,007,733

2013 22,568,487 23,698,617 3,688,944 1,192,925

2014 26,482,944 23,841,118 3,447,355 1,163,055

2015 31,794,787 22,204,447 1,545,211 1,636,099

2016 31,450,510 21,532,757 897,204 1,511,429

2017 32,687,010 19,774,805 981,632 1,384,195

2018 33,490,646 19,839,418 2,981,488 1,496,035

2019 45,470,811 21,558,347 2,527,294 1,351,830

2020 44,100,643 20,177,392 2,158,661 1,405,039

2021 35,374,972 19,023,790 3,353,470 1,505,811

2022 34,411,700 19,876,459 4,316,232 1,480,064

（参考）主要生産国のオリーブオイル生産量 (単位:ｔ）

年 スペイン チュニジア イタリア ギリシャ トルコ モロッコ シリア アルジェリア ポルトガル その他 全世界推計

2011 1,567,523 112,400 541,760 357,254 184,200 133,500 208,329 57,900 76,203 171,068 3,410,137

2012 652,687 192,600 505,915 329,963 206,300 120,100 193,829 48,200 59,117 186,319 2,495,029

2013 1,765,248 188,500 463,700 291,397 187,900 117,900 159,595 58,700 91,587 184,646 3,509,172

2014 839,788 179,700 294,914 251,431 159,800 137,400 65,414 52,400 60,944 211,905 2,253,696

2015 1,390,865 301,400 488,214 333,307 170,700 135,300 164,529 73,600 109,052 236,084 3,403,051

2016 1,281,738 140,800 298,790 328,021 172,900 134,700 116,735 75,700 75,737 228,092 2,853,213

2017 1,238,629 188,600 411,159 311,727 220,500 130,600 164,339 69,400 147,035 269,415 3,151,404

2018 1,790,309 278,300 290,232 327,718 254,700 178,400 118,281 87,300 109,443 253,823 3,688,506

2019 1,129,233 239,500 336,581 290,476 217,800 204,200 153,829 106,400 154,063 292,183 3,124,265

2020 1,356,411 373,100 330,879 308,000 240,100 164,600 138,217 113,600 107,000 241,975 3,373,882

※FAO,FAOSTAT data 2023.2.27より作成（http://faostat.fao.org ,  FAO item code: 2167 Olive oil）

全　国 横浜港

年
全　国 
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多くの植物油は種子から採油しますが、オリーブオイル

はオリーブの実の果肉から採油します。果実は保管ができ

ず、時間の経過とともに品質が急速に低下します。このた

め、収穫直後の新鮮なうちに油を搾ることが必要になりま

す。果実の収穫時期に集中して油を搾り、温度管理のでき

るタンクに保管し、次の収穫期まで継続的に出荷されます。 

(参考資料：日本植物油協会ホームページ) 

 

 

 

 

○オリーブオイルの種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※オリーブオイルの最大の特徴は風味です。 

食材との相性を考えて用途にしばられずお好みにあわせてご使用ください。 

(参考資料・画像提供：日清オイリオグループ株式会社) 

オリーブオイル（ピュアオリーブオイル） 

 

バージンオリーブオイル 

 

バージンオリーブオイルとは 

オリーブの果実を搾ってろ過しただけの、 

化学的処理を行わない一番搾りのオイルです。 

中でも 

「エキストラバージンオリーブオイル」は、酸度

が 0.8％以下で最高級のオリーブオイルです。 

サラダやマリネ、加熱料理の仕上げの香りづけに

向いています。 

 

バージンオリーブオイルと精製したオリーブオ

イルをブレンドしたオイルです。 

以前は、ピュアオリーブオイルと呼んでいました

が、現在では単にオリーブオイルと表示していま

す。 

焼きもの、炒め物など加熱料理によいといわれて

います。 

一番搾りの様子 

(画像提供:オーバーシーズ株式会社) 
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